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2005 年  10 月  13 日  

熊野の旅 熊野路の道標 
 昔から街道には一里塚があり、分かれ道とか要所には道しるべが立てられていまし

た。 
 日本は『街道』と言う感覚が古くからあった様で、江戸時代に本格的に整備される

遥か前からそうしたものはあったようです。さしずめ、熊野古道などはそうした古い

時代に既に街道として確立したものでしょう。 
 今の道路では、道路番号、行き先表示、距離数などの情報がびっしりと掲示されて

います。 
 起点からの距離は鉄道の方では昔から表示されていました。今は東京駅の『０』標

識から計測しているようですね。 
 道路の方では高速道路から始まった始発点からの距離も最近では一般国道にも表

示されるようになりました。 
 これはその一つで我が家の前にあるものです。 
 『２４３．１』・・・これは変更なった、海の向こうの基点からの距離です。 
 車に対しては非常に小さくて見落としがちの物ですが、ハイカーにとっては良く見

えるものです。ただ、位置的には車用に設置されているものです。 
 私のガイドにはこれの数字が記載されていませんが、この道標は１００ｍおきに立

てられますから、位置表示としては非常に細かく正確なものです。 
 国道からの分岐や国道そばのものの案内には『道標２４３．１の１０ｍ手前右手』

などと記載すれば間違いなく探し出せると思います。 
 意外と活用されていない正確極まりない表示手段ですね。 
 私が案内するような大きなものは名前だけで良いですが、もっと細かいものを見つ

けたら、今度はメモでも取ってきてこれを活用してみたいと思います。 
 熊野古道、浜街道にも一里塚の跡は残っています。国道そばには確か「市木」の辺

りにあったように思います。        by je2luz | 2005-10-13 12:24 | 熊野 

 

 

2005 年  10 月  14 日  

熊野の旅 熊野古道の秋 
 熊野古道にも秋が忍び寄っているはずですが、前にも書きましたように、南紀の山

は秋の衣装をまといません。 
 昼夜の寒暖の差が少ない海岸線の山には雑木があっても色づきにくいのです。温帯

性の照葉樹林が基本ですから余計ももみじは少ないのです。 
 温度差がそこそこある山間部も熊野杉の本場だけに杉桧の美林が多く、雑木山はほ

とんど在りません。 
 古道散策に通る民家の庭の草花は季節をあらわしていますが、山は、何となく秋に

なったと言う感じだけです。 
 確かに、もう少しするとハゼなどは色づいてきます。一本一本の木はきちんと秋色

になります。 
 もみじを楽しむのはやはりもっと北のほうに行かないと駄目ですね。 



 
 こうした道端のススキなどに目をやるゆとりがあれば、熊野路も秋が一杯です。 
 『松本峠』などから眺める熊野灘や紀伊山地の山並みも、空気が澄んできて春夏と

は違うものに見えます。 
 熊野市内の熊野古道は山歩きと言うほど長いものではありません。ゆっくりと、回

りを見渡し、草花や木々に触れ、雄大な景色を眺めながら歩いて初めて良さがわかる

と思います。 
 昔の人が苦労して歩いたと言う事実以外何も要らないと思います。上皇や皇子が歩

いた古道ではなく名も無い旅人が熊野詣に歩いた道ですから…都人ではなく尾張や

東人という都から見れば野蛮な人が通ったところです。 
 お供もなく自分の足で極楽浄土や神のご加護を信じて越えてきた道です。 
 能書きを抜きに歩いて欲しいものです。 
 能書きを言わなければ受けないので、色んなものが作られる時代ですが、熊野詣は

単純なもののはずです。       by je2luz | 2005-10-14 14:30 



2005 年  10 月  15 日  

熊野の旅 熊野古道歩きの服装 
 山又山の連なる熊野の街道ですから、さぞかし険しくて大変なところだと思われる

方も居られるでしょう。 
 本格的に山越えをしている和歌山県側では道中も長くなるところもありますが、熊

野市内の熊野古道は集落間連絡道として使われていたくらいの物ですから、山越えと

いっても一山越えれば集落に入ると言うものです。 
 かといって、ハイヒールでは山道を歩くことは出来ないでしょうね。 
 最初の方に書きましたように、『弱脚者の熊野古道』と私が名付けた『松本峠』で

あれば、パンプスや革靴でも踏破出来ます。 

 
 最近のハイカー？の方は皆さんきちんとハイカーのスタイルをして、上は勿論、足

元もキャラバンシューズ・・・今式に言えばトレッキングシューズの方が多いですね。 
 熊野古道だけに来られる時はそれでいいでしょうが、『南紀観光のついでに熊野古

道も歩いてみたい…』と思われる方は、大層な装備をする代わりに、歩きよいクツだ

け履いてきて、その足元に合わせた熊野古道を歩かれれば良いと思います。 

 
 列車で来ても熊野市駅からすぐそば、国道で来ても、紀伊半島一周道路の国道 42
号線からすぐそば…と言う『松本峠』はそうした『熊野古道も歩いてみたい…』と言

う方には最適だと思います。 
 入り口までの時間を含めると、ものすごく短時間で古道を堪能できます。黒潮の海

『熊野灘』山又山の紀州連山の遠望まで、まとめて体験できる場所は他では無いと思

います。 

 
熊野市内松本峠 



2005 年  10 月  16 日  

熊野の旅 番外 吉野の里・野の仏 
 熊野周辺にはぽつぽつとお地蔵さんが旧国道沿いなどにありますが、野仏というよ

うなものはあまり見かけません。 
 熊野は神々の里、仏は少ないのでしょうか？ 

 
 大和盆地から吉野にかけては、至る所に仏様が座っていらっしゃいます。 
 小さな祠を作ってもらっているものから野ざらしのものまで、一体どの位あるので

しょうね。 
 室生の山里の道端に小さいながらしっかりした仏様が座っておられました。 
 仏像には縁の無い私から見て、どうもお地蔵さんでは無い感じです。観音様でもな

さそうですし…薬師様とか大日如来様とか…しかし祠にも入っていないし… 
 どういう訳か朝日の方を向いていなくて、朝日を背にして座っておられます。 
 お顔はよく分からないのですが、優しそうな仏様です。 
 大層なお寺でなくても、こうした道端に仏様がいるということが山里の人の安らぎ

だったのでしょうか。 
 熊野のほうの道端のお地蔵さんは行き倒れの供養とか…あまり良い印象は無いの

ですが、吉野、大和の野の仏様は優しい顔をした物が多いようです。 

 
カメラはレチナ Ia  

by je2luz | 2005-10-16 06:42  



2005 年  10 月  17 日  

熊野の旅 映像散歩 木本祭り １ 六方 

 

 奴さんの格好をした子供対の行列・・・ロッポと呼ばれていますが六方でしょうね。 
 大名行列の再現だそうですが、この町には大名は居りませんでした。遠く和歌山の

紀州公がここの藩主様です。 
 明治とは大正とかによそで習ってきてこの祭りに取り入れたそうです。 
 お殿様が居なかったので当然お侍さんも居ません。従って、この行列の後に続くは

ずの裃姿の武士は居ません。先頭の大きな槍もありません。奴さんだけの行列です。

武家の格好をするのを遠慮したのでしょうかね。 

 



 このロッポの主体は木本町発祥の地『親井戸』…『親地町』でした。中学生がずっ

と引き継いできたものです。しかし、今では町内で人数を確保できなくなってきてお

ります。中学生で足りなくて小学生も動員しても足りない状況です。昔はこれに選ん

でもらうことが名誉なことだったのですが… 

 

 
 カメラは レチナ 1a クセナー50mm2.8  by je2luz | 2005-10-17 14:11 

 

 

 

2005 年  10 月  18 日  

熊野の旅 映像散歩 木本祭り ２ よいや 
 栄町の『ヨイヤ』 
 木本町の山沿いにある栄町は古い町です。海岸沿いには水が無いのに対し、ここは

高城川と言う小さいながらも切れることの無い小川に恵まれていたからです。 
 この町の出し物は『ヨイヤ』と言われる御輿です。 



 四人の稚児さんを乗せ、男達が担ぎます。 
 稚児さんの奏でるハヤシが一段落して稚児さんが『ヨーイヤ』と声をかけると御輿

を高く差上げます。 

 

 

 

 このヨイヤは大きな辻では威勢良く大きく廻します。一時は途絶えていたのですが、

近年復活させました。しかし、町内の老齢化が進み何時まで廻せるか不明です。 



 少子化と老齢化は確実に祭りも地域社会をも破戒してゆきます。 
by je2luz | 2005-10-18 12: 

 
 
 
 
 
 
 
2005 年  10 月  19 日  
熊野の旅 映像散歩 木本祭り ３ 
 新田 元宮太鼓 
 木本の発祥の地親地町を流れる西郷川の源流に当たる谷筋が新田と呼ばれる地域

です。 
 この新田に木本神社の元宮があったようです。今は山に跡が残るだけになっていま

す。 
 この地区に子供太鼓があり、その太鼓を演奏しながら町を回るために巨大なリアカ

ーが作られています。小さな山車の後にこれを付け、子供達が乗って太鼓を叩いてい

ます。この出し物も比較的新しいようです。 

 
 きちんと演奏する曲目もあるようですが、道中で叩いているのは比較的単調なもの

です。この出し物は参加できる子供の数の枠が広く取れるので子供の多かった頃は交

代で乗ったようです。 



 
 カメラはレチナ 1a クセナー50mm2.8  by je2luz | 2005-10-19 13:29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005 年  10 月  20 日  

熊野の旅 映像散歩 木本祭り ４ 
木本神社 神輿 
 木本神社直属の神輿です。 
 朝早くから各町内の出し物が順に出発して町内を巡行して神社に入りお昼ご飯を

食べると午後からはお神輿も合流して稲荷さんのある新出町に向かいます。 
 昔はこの道中も担がれたものですが、今では台車に載せられて引かれてゆきます。 



 
 この若い衆たちは『神輿奉仕団』と呼ばれますが、午後からの出発なのに早朝より

集合し、いささか清めの酒を浴びすぎて出発時点で足腰の立たないのが居る始末です。

おまけに５００ｍの行程の中に 5 箇所ほどある宿所で浴びるほど呑むのでとても担

げる状態ではなくなります。これほど担ぎ手に飲ませるみこしも少ないでしょうね。 

 
 稲荷さんで休憩してからは浜に出て、海に入り潮掛けをして清めます。 



その後の神社までの帰り道はお供も無く。見物人もほとんど居ない夜道になります。 
 なんだかかわいそうな神様です。。   
By je2luz | 2005-10-20 11:59 

 

 

 

2005 年  10 月  21 日  
熊野の旅 映像散歩 木本祭り ５ 
 井筒町 子供神輿 
 ここの神輿は小型の『子供神輿』です。子供神輿の割りにしっかりした神輿なので

樽神輿のように高々と差上げたり出来ないようです。背丈も違うので肩に担がずに下

げて歩いています。 
 そのせいなのか、掛け声の割りにおとなしい感じです。 
 この町内は広いようですが、天理教会と木本小学校が場所を取るので民家の数も多

くありません。かつて民家が建っていた場所も天理教会の駐車場になってしまい広場

になっています。 
 今では担ぎ手が少なくて苦労しているようですが昔は人数が多すぎて気の弱い子

は神輿に触れることも出来なかったそうです。 
 この町の宿所などは天理教会の宿舎や駐車場を使わせてもらっているようです。 
 昔はこうした町内に子供が沢山居た事もありますが、木本町内でこうした出し物を

持たない町や子供が皆で参加できない町があり、その子供達が押しかけてくるので大

変だったようです。 

 



 前にも書きましたように、木本小学校で児童数１５００人居たのですからね。中学

生を入れると２０００人を超したわけです。その子供達がご褒美の駄菓子と宿所で出

る薄いカルピスや酸っぱいみかんに目を輝かせた時代でしたから・・・ 
 今の時代、おいてある駄菓子に目もくれない子供も居ますね。その分、夢がなくな

ったのかもしれません。 
 カメラは レチナ 1a クセナー50mm2.8  by je2luz | 2005-10-21 10:39 

 

 

 

 

2005 年  10 月  22 日  

熊野の旅 映像散歩 木本祭り ５ 
 新出町 だんじり 
 新出町（しんでまち）は木本町では木本神社の反対側の端に位置する町です。反対

側と言ってもせいぜい５００Ｍほどしか離れていません。 
 この町内には稲荷さんがあります。 
 木本祭りは色んな出し物が町内を巡行しますが、御神体を載せた神輿は巡行せずに、

神社からこの稲荷さんまで来て一休みし、帰ってゆくというものです。従って、この

町内が神輿を迎えに出向くと言う形になり、役町でも一番重要とされ、行列の先頭を

進みます。 
 町としては岩山が面積を占めているので戸数の非常に少ないところです。 

 

 ここは私の町内なのですが、子供が小さい時には子供の写真を撮りに出ましたが、

山車自体を撮ったものがあまり無いようです。 
 今年このコーナー用に祭りを少し撮ったのに、この山車の行列は撮っていませんで

した。まさに枚数ゼロでした。この写真で 25 年ほど前です。 
 ここの山車を引っ張るのは子供達です。25 年前でも子供が減って引っ張り手が足

りない…と、町外へ出たところの子供も動員していました。ところが今の小学生の数



はさらにこの当時の１／３以下です。新出町内の小学生だけですと、一家族 2 名だけ

です。山車はびくとも動きません。ずっと祭りに携わってきた人でも。今、綱を引い

てくれる子供達の顔を知らないそうです。 

 
 山車を取り仕切り、出しに乗って『伊勢音頭』を歌う人と引っ張り手の間につなが

りがなくなってしまいつつあります。しかし、私が平均的年齢より若いと言う様な町

内では子供が生まれる見込みは無いですね。祇園さんの引き手のようにアルバイト動

員するようになるのかも… 
 昔はこの町内の役員は大島を着て参加したそうです。今でも皆さん和服ですがウー

ルになっていますね。酒をかけられるような祭りに大島など着てられませんからね。

それでも、和服を着る伝統だけは残っています。 
 je2luz | 2005-10-22 11:34  

 

 

2005 年  10 月  23 日  

熊野の旅 映像散歩 木本祭り ７ 
 木本神社 浦安の舞 
 浦安の舞は全国的に残っているようですが、小さな神社である木本神社では奉納の

舞を舞う『巫女』は居ません。従って、祭りのときだけ女の子を選んで巫女さんにし

ます。写真から計算すると１０歳から１１歳の学年ですから小学５年生でしょうか… 
 ４人の女の子が一ヶ月ほど練習して舞います。 

 



 この舞も古くからあるようで今はもう居ない伯母達も踊ったそうです。 
 今なら女の子が一学年十数名ですから神社側が探すのに骨を折るでしょうね。昔は

一学年６０人ほど居ましたからこれに選ばれることが大変名誉だったそうです。ロッ

ポやヨイヤに選ばれるのも名誉だったのです。 

 
 かつてはちょっとしたことがあっても写真館に行って記念写真を撮ったものです

から私の姉の時などは写真館の台紙に張ったものが残っています。数年前からは、近

くに写真館もなくなってしまいました。 
我が家では自前の記念写真で済ませてきましたから子供達の写真館での写真は一

枚もありません。 
 舞姫役も朝早く着付けをして、午後４時ごろまでそのままですから結構疲れるよう

です。 
 こうした行事に必要な子供の数だけでも維持できれば良いのですが・・・  

by je2luz | 2005-10-23 11:20 

 

 

 

 

2005 年  10 月  24 日  

熊野の旅 映像散歩 木本祭り ８ 
 ずっと木本祭りの出し物を掲載してきましたが、木本は道が狭い町です。従って山

車なども小さめに出来ています。 

 

 写真は前に載せた新出町のだんじりです。つくりはきちんとしていますがミニチュ

ア判です、この大きさで無いと町内を巡回できないのです。 
 どの写真を見ても見物人がほとんど写っていないことにお気づきでしょうか？ 
 この写真も 20 年余り前のものです。既にこの頃には見物する人が人垣を作ること



はなくなっていました。間口三間に一人か二人しか住んでいない古い町屋ばかりです。

一割ほどは家も取り壊され駐車場になっています。 
 かつては近郷からの見物人も居て人垣が出来ました。当然のように出店も沢山出て

いました。町中が祭りムードでしたね。 
各家では御馳走も作りました。この風習はまだ全国あちこちに残っているようです

ね。都市部では祭り復活ムードもありますが、祭りこそ過疎に勝てないのです。 
 この本町通りには戦後になってから二階建てが少し建てられていますが、祭り見物

に二階を使うことは出来ませんでした。とくに神輿を上から見ようものなら若い衆が

駆け上がってきて引き摺り下ろされました。今ではそういうことも無いようですが、

二階から眺めなくてはならないほど人が居ないし、習慣で二階から見る人は居ないよ

うです。 
 寄付の少ない家に神輿をぶっつけると言うようなこともなくなりました。こうした

悪習慣がなくなると共に祭りがおとなしくなってしまいましたね。 
カメラは ニコマート EL  by je2luz | 2005-10-24 11:35  

 

 


